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(2) refereeの仕事は勿論無料サ ピスである．頼まれればそれを名誉かつ professional
responsibilityと考え，誰でも喜んでする。年に一度雑誌はrefereeをした人のリスト
をのせるが，そ白リストに自分。名前を見出すことが唯一り自に見える“報酬”で
ある。日本の学術雑誌では原稿料を支払うところがある．欧米自社会学の学術雑誌
はそんなことはしない．それどころか， ASRの場合投稿をする時にproce5'ingfeeと
して15$の手数料を払わねばならない。 ASR編集長GeraldMarwell教授からり1992
年11月25日付通信によると， 1991年目資料では， ASRに掲載される論文の数は投稿
される論文の数＂＇ 13%だった．
